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FJ緊急フォーラム

「パパ育休は

今度こそ本当に進むのか？」



2019年12月、

世界経済フォーラムの発表

�グローバル・ジェンダーギャップ指数ランキング

�各国内の政治、経済、教育、健康分野で

男⼥格差を測り

�格差が小さい国ほど上位にランキング

� 153カ国中、日本は121位

� 2006年の調査開始以降、下がり続けている

�先進国最下位



日本の課題：

政治、経済分野に⼥性リーダーが少ない

�⻑時間労働などの雇⽤慣⾏

�固定的性別役割分担（ジェンダー）の規範が強い

�無償ケア労働が⼥性に著しく偏っている



問題は制度ではない

�⽇本の産休育休制度は諸外国並み

�日本の男性育休制度の充実はトップレベル

（Unicef, 2019）

�日本の問題は

「職場の雰囲気」「⼈員不⾜」など



“Are the world’s richest countries family friendly? “
Policy in the OECD and EU”(Chzhenほか, 2019)



ユニセフ報告書の指摘

“Japan offers the longest entitlement to paid leave 

for fathers, the full-rate equivalent of 30 weeks. 

Only 5.14 per cent of eligible fathers took paid 

leave in 2017, up from 1.56 per cent in 2007.”(p.4)



ユニセフ報告書の指摘

“Japan offers the longest entitlement to paid 

leave for fathers, the full-rate equivalent of 30 

weeks. Only 5.14 per cent of eligible fathers took 

paid leave in 2017, up from 1.56 per cent in 

2007.”(p.4)

→⽇本は最も⻑い有給の⽗親育休制度を持つ

→しかし、実際に使っているのは
5.14%（2017年）に留まる



2019年6月28・29日

G20大阪首脳宣言

� 全43段落で構成

� うち22〜23段落は「⼥性のエンパワーメント」

� 22段落目「我々はまた、⼥性の労働市場参加に対する主要な

障害となっている、無償ケア労働におけるジェンダー格差に

も取り組む。」

� 23段落目「我々は、質の高い初等・中等教育の提供、STEM

（科学、技術、工学及び数学）教育へのアクセスの改善及び

ジェンダーに関する固定観念の排除に向けた意識向上を含め、

⼥児・⼥性教育及び訓練への⽀援を継続することにコミット

する。」（全⽂は外務省サイトからダウンロード可能。強調部分は引用者による）



ジェンダーギャップ指数と

無償ケア労働の男⼥格差

�どの国でも⼥性の⽅が男性より家事育児介護など

「無償ケア労働」をたくさんやっている

�ただし先進国では男⼥差がおおむね1：2

�日本は1：4以上

→家庭内の男⼥不平等が固定化されている

→この課題に切り込まず「ジェンダー平等」も

「⼥性活躍」も無理



欧州評議会サイドイベントで

⽇本の⼥性政策について講演

ジェンダーギャップ指数、

連続1位のアイスランド議員

「小泉大臣の

2週間育休は⻑いか？」

→No



まとめ

�ジェンダー平等には男性の家庭参加が不可⽋

�パパ育休は性別役割分担を変える大きなきっかけ

�世界を⾒れば、重要な仕事をしつつ

育児する父親は大勢いる

�赤ちゃんの頃から関われば、

子どもは⽗親にも⺟親にもなつく

�ママにしかできないことは「ない」


